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演
題
と
講
師

彙
菜

報

（
懐
偲
堂
記
念
會
）

北
野
耕
平
先
生

井
上
照
先
生

毛

利

久

先

生

和
島
芳
男
先
生

0
昭
和
四
十
五
年
十
月
八
日
北
澤
理
事
理
事
長
就
任
。

0
同
日
堀
田
庄
三
（
住
銀
會
長
）
上
野
淳
一
（
朝
日
新
聞
祉
主
）
木
村

英
一
（
追
手
門
大
學
敦
授
）
の
三
氏
理
事
就
任
。

0
記
念
祭
典
十
月
十
七
日
（
土
）
東
馬
北
濱
三
丁
目
本
會
（
適
鵜
内
）

に
於
て
、
午
後
一
時
半
よ
り
記
念
祭
典
執
行
、
終
っ
て
、
大
阪
大
學
助
敦

授
脇
田
修
氏
の
「
半
野
の
郷
學
含
翠
堂
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
が

あ
っ
た
。

0
秋
季
講
座
十
月
十
九
日
（
月
）
よ
り
二
十
四
日
（
土
）
ま
で
、
本
會

及
び
大
阪
大
學
文
學
部
主
催
、
闊
日
新
聞
批
後
援
で
、
大
阪
大
學
松
下
會

誼
四
階
會
議
室
に
於
て
、
符
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
第
四
十
一
回

恢
徳
堂
講
座
開
催
、
腿
講
背
延
三
百
五
十
二
人
。

古
代
土
幅
に
み
る
美
と
技
術

帥
戸
商
船
大
學
敦
授

古
代
畿
門
の
扉
化
人
と
文
化
大
阪
大
學
敦
授

蓮

慶

の

藝

術

帥

戸

大

學

敦

授

中
世
宋
學
の
問
題
黙
軸
戸
女
學
院
大
學
孜
授

報

大
阪
市
立
大
學
敦
授

江

戸

時

代

の

家

族

慣

行

平

山

敏

治

郎

先

生

歌

舞

伎

と

操

り

時

野

谷

誘

先

生

〇
理
事
長
北
澤
敬
二
郎
氏
十
月
二
十
五
日
逝
去
。
昭
和
三
十
七
年
四
月

理
事
に
就
任
以
来
、
本
會
の
た
め
非
常
に
盈
力
さ
れ
、
四
十
五
年
十
月
理

事
長
に
就
任
、
い
ざ
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
買
に
痛
惜

に
堪
え
な
い
、
談
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
。

0
昭
和
四
十
六
年
二
月
四
日
理
事
堀
田
庄
三
氏
理
事
長
就
任
。

0
三
月
三
十
一
日
山
田
理
事
僻
任
。

0
四
月
一
日
前
田
嘉
明
氏
（
大
阪
大
享
文
製
部
長
）
理
事
就
任
。

0
巻
李
調
座
五
月
二
十
四
日
（
月
）
よ
り
二
十
九
日
（
土
）
ま
で
、
本

會
及
び
大
阪
大
學
文
學
部
主
催
、
詞
日
新
間
腱
後
投
で
、
大
阪
大
駆
松
下

會
餡
四
階
會
議
室
に
於
て
、
侮
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、
第
四
十

二
回
悛
徳
堂
春
季
講
座
開
催
、
聰
謁
者
延
三
百
二
十
人
。

演
題
と
講
師

子

路

の

事

蹟

追

手

門

學

院

大

學

敦

授

木

村

英

一

先

生

尺

附

の

書

大

阪

外

大

敦

授

外

山

軍

治

先

生

不

平

の

文

學

京

大

敦

授

田

中

詣

二

先

生

朱

子

學

に

つ

い

て

帝

塚

山

大

敦

授

木

肖

卓

一

先

生

西

鶴

の

お

も

し

ろ

さ

疫

見

阪

大

助

敦

投

信

多

純

一

先

生

商

君

書

に

つ

い

て

阪

大

敦

授

浦

水

潔

先

生

0
秋
季
諧
座
十
月
四
日
（
月
）
よ
り
九
日
（
土
）
ま
で
、
本
會
及
び
大

阪
大
亭
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
按
で
、
大
阪
大
學
松
下
會
館
四
階

會
議
室
に
於
て
、
待
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、
第
四
十
―
―



演
題
と
請
師

演
題
と
講
師

璽
ナ
に
つ
い
て
追
手
門
學
院
大
亭
数
授

純
と
植
ー
原
理
と
現
宜
大
阪
大
累
敦
授

杜
甫
に
お
け
る
詩
人
と
し
て
の
自
党

大
阪
大
學
数
授

堂
詞
座
開
催
、

紐

報

干
二
人
。

黒
川
洋
一
先
生

木
村
英
一
先
生

森
―
―
一
郎
先
生

萬

葉

以

前

奈

良

女

大

敦

授

本

田

義

恋

先

生

落

窪

物

語

の

本

に

つ

い

て

阪

大

教

授

柿

本

奨

先

生

説

話

と

「

か

た

り

」

京

大

敦

授

阪

倉

篤

義

先

生

能

の

作

者

と

世

阿

鴨

天

理

大

敦

授

北

川

忠

彦

先

生

現

代

語

の

話

阪

大

助

敦

授

宮

地

裕

先

生

大

阪

と

雑

俳

滋

賀

大

敦

授

宮

田

正

信

先

生

0
記
念
祭
典
十
月
十
六
日
（
土
）
東
犀
北
濱
三
丁
目
本
會
（
適
塾
内
）

に
於
て
、
午
後
一
時
半
よ
り
記
念
祭
典
執
行
、
終
っ
て
大
阪
大
學
敦
授
森

三
樹
三
郎
氏
の
「
仰
敦
と
共
鹿
主
義
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。

0
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
前
田
理
事
僻
任
。

0
四
月
一
日
田
中
裕
氏
（
大
阪
大
學
文
學
部
長
）
理
事
就
任
。

0
春
季
詞
座
五
月
二
十
二
日
（
月
）
よ
り
二
十
七
日
ま
で
、
本
會
及
び

大
阪
大
學
文
學
部
主
他
、
詞
日
新
間
祉
後
援
で
、
大
阪
大
學
松
下
會
館
四

階
會
議
室
に
於
て
、
告
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、
第
四
十
四
回
懐

徳
堂
春
季
謂
座
開
催
、
鶴
闊
者
延
三
百
十
五
人
。

案
じ
て
い
た
空
も
丁
度
、
杞
雨
期
の
中
休
み
か
、
雨
具
の
必
要
も
な
く

睛
れ
出
し
た
。

午
前
八
時
揺
天
町
騨
に
集
合
、
日
交
バ
ス
ニ
棗
を
辿
ね
て
の
岡
山
近
郊
、

吉
仙
方
面
へ
の
見
學
旅
行
。

な
つ
か
し
い
紫
の
旗
を
持
っ
て
幹
事
の
方
逹
が
、
要
所
々
々
で
集
合
場

所
へ
と
案
内
し
て
下
さ
る
、
い
つ
も
の
事
乍
ら
駕
事
行
き
と
ど
い
た
事
に

感
謝
す
る
。

バ
ス
は
一
路
阪
祠
高
速
を
西
へ
、
高
砂
、
伽
前
の
町
を
と
お
り
西
大
寺

南
方
の
丘
、
上
寺
山
の
除
炭
寺
へ
到
着
、
価
飢
天
盗
の
中
心
で
あ
る
。
非

公
開
の
本
唸
、
葉
師
如
来
は
今
回
の
講
師
、
齋
藤
先
生
の
特
別
の
御
輩
力

で
群
観
さ
せ
て
頂
く
、
美
事
な
彫
刻
で
あ
る
、
そ
の
流
れ
る
線
の
美
し
さ

と
崇
高
さ
に
ま
ず
心
を
う
た
れ
る
。

桃
太
郎
の
昔
話
に
出
て
く
る
笹
ヶ
瀬
川
の
ほ
と
り
古
い
整
史
と
文
化
の

吉
仙
路
を
走
る
、
老
松
の
並
木
美
し
い
境
内
を
吉
備
津
薗
枇
に
参
詣
、
齋

謀
先
生
の
明
解
、
懇
切
な
虚
明
を
承
る
、
拝
殿
の
荘
重
、
優
美
さ
に
目
を

睦
り
、
比
翼
入
母
屋
造
り
の
屋
根
の
美
し
さ
に
感
戌
の
評
を
あ
げ
る
、
本

殿
、
群
殿
の
柚
に
ま
わ
る
°
飽
胆
と
い
わ
れ
る
基
域
を
用
い
て
山
の
傾
斜

（
堂
友
會
四
十
六
年
度
夏
季
見
學
旅
行
）

岡

山

紀

行

信
敦
に
お
け
る
国
家
と
個
人
大
阪
大
學
敦
授

山
片
蝠
桃
の
「
夢
の
代
」
近
畿
大
學
数
授

命

名

と

渓

字

大

阪

大

學

数

授

1
日
本
人
の
文
字
意
識
か
ら

八
六

日
原
利
圃
先
生

末
中
哲
夫
先
生

池
上
禎
造
先
生



架

報

を
水
平
に
し
て
い
る
構
茫
の
智
惑
や
、
見
あ
げ
る
双
奨
の
空
間
に
描
か
れ

た
構
闘
の
何
と
す
ば
ら
し
い
事
か
。
千
木
が
一
き
わ
ひ
か
る
。

廻
廊
の
牡
観
は
又
格
別
、
自
然
の
山
の
ス
ロ
ー
プ
を
利
用
し
て
美
し
い

曲
線
を
え
が
き
つ
つ
三
百
米
餘
り
も
つ
づ
く
。
そ
の
つ
き
る
と
こ
ろ
お
釜

殿
が
あ
る
。
上
田
秋
成
の
「
雨
月
物
語
」
に
世
に
も
珍
ら
し
い
行
事
「
鳴

る
釜
の
帥
事
」
と
他
え
ら
れ
て
い
る
お
釜
殿
。

今
は
も
う
占
う
者
も
な
く
閉
さ
れ
て
い
る
、
う
す
ぐ
ら
い
中
を
の
ぞ
い

て
み
た
。
古
い
大
き
な
釜
が
一
基
、
ぼ
つ
ん
と
置
か
れ
て
い
る
。
う
ら
の

震
を
な
ぐ
さ
め
る
た
め
に
始
ま
っ
た
と
拇
え
ら
れ
る
占
帥
事
が
こ
こ
で
行

な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
こ
の
釜
が
鳴
り
出
し
て
そ
の
年
の
吉
凶
を
う
ら

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
原
始
的
な
軸
事
を
一
瞬
思
い
う
か
べ
て
み
だ
。

中
世
豪
族
の
棗
所
を
見
る
お
も
い
が
す
る
。

宮
内
は
肺
祉
の
門
前
町
と
し
て
江
戸
時
代
に
大
繁
昌
し
た
と
の
こ
と
、

歌
舞
音
曲
が
許
さ
れ
芝
居
の
役
省
が
度
々
や
っ
て
来
て
は
興
行
を
行
な
っ

た
等
の
説
明
を
き
く
。

つ
づ
い
て
高
梁
川
の
流
れ
を
み
つ
つ
井
山
喪
輻
寺
に
到
着
、
沢
品
平
孟
舟

が
、
涙
で
ね
ず
み
の
納
を
か
い
た
と
い
う
他
虎
の
あ
る
有
名
な
寺
院
で
あ

る。
臨
清
宗
の
寺
院
で
七
堂
伽
載
を
完
全
に
備
え
た
立
派
な
お
寺
で
あ
る
。

こ
の
山
を
井
山
と
呼
ぶ
様
に
な
っ
た
千
尺
井
戸
の
由
緒
あ
る
い
わ
れ
を
き

＜
 古

鐘
棲
が
残
っ
て
い
る
、
國
の
重
要
文
化
財
に
、
指
定
さ
れ
て
い

重
塔
は
夕
ぐ
れ
の
光
の
中
に
美
し
く
浮
か
ぶ
。
夏
ぜ
み
が
鳴
き
は
じ
ま
る
、

す
ぐ
近
く
の
総
枇
市
國
民
宿
舎
雪
舟
荘
へ
と
向
う
、
一
部
の
方
は
、
究
輻

八
七

寺
に
と
分
宿
、
喪
揺
寺
へ
泊
ら
れ
た
會
員
は
廊
の
修
業
と
坐
廊
會
に
加
わ

ら
れ
た
由
。

か
な
り
き
び
し
い
参
椰
に
も
得
が
た
い
心
の
糧
と
う
け
と
め
て
行
を
し

た
と
後
刻
う
か
が
う
。

翌
朝
八
時
す
ぎ
宿
舎
を
出
て
高
松
最
上
稲
荷
へ
と
む
か
う
、
総
門
仁
王

門
は
、
総
み
か
げ
石
造
り
の
、
立
派
な
も
の
、
朝
風
に
最
上
位
稲
荷
の
赤

い
旗
が
境
内
に
は
た
め
く
。

備
煎
燒
の
窯
元
見
學
、
土
と
炎
の
藝
術
と
い
わ
れ
る
優
雅
な
味
の
備
前

燒
、
齋
膜
先
生
の
御
厚
意
で
木
村
典
槃
園
を
見
學
、
上
り
窯
と
い
わ
れ
る

窯
の
様
式
、
古
墳
時
代
の
須
恵
器
を
源
流
と
す
る
古
窯
の
ひ
と
つ
と
き

く
。
そ
の
陶
土
、
選
撼
、
ロ
ク
ロ
挽
き
無
釉
陶
盛
の
素
朴
な
拇
統
を
守
り

つ
づ
け
て
堅
牢
で
美
し
い
、
陶
器
づ
く
り
等
、
技
術
面
ま
で
も
く
わ
し
く

虚
明
し
て
下
さ
る
。
作
業
場
で
は
い
ま
出
来
あ
が
っ
た
生
地
の
ね
れ
い
ろ

の
瓶
子
を
み
つ
つ
こ
の
燒
上
り
を
想
像
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
所
に
て
各
々
お
み
や
げ
を
購
入
、
茶
碗
に
、
花
猫
に
と
な
か
な
か
賑

や
か
。今

回
の
見
學
の
主
と
も
云
え
る
閑
谷
學
校
へ
と
バ
ス
は
走
る
、
日
本
で

初
め
て
の
庶
民
敦
育
の
た
め
に
、
開
い
た
學
校
で
あ
る
。
ま
づ
第
一
に
目

に
つ
く
の
は
そ
の
周
囮
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
石
堺
、
唐
様
を
屈
似
た
そ
の
石

積
み
、
か
ま
ぼ
こ
型
の
石
期
に
睦
る
。

捧
び
ぬ
か
れ
た
建
築
材
に
、
ま
た
屋
根
瓦
は
す
べ
て
備
剖
燒
で
迎
か
れ

て
い
る
。
そ
の
瓦
の
一
っ
―
つ
に
各
々
の
意
味
を
も
た
せ
て
造
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。
學
校
の
方
が
、
建
物
、
沿
革
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
説
明
し

て
下
さ
る
。
の
床
板
が
鏡
の
様
に
光
っ
て
い
る
、
花
頭
窓
の
明
障
子



が
開
け
放
た
れ
、
講
堂
内
に
、
み
ど
り
の
風
が
、
ふ
き
ぬ
け
る
。
黒
く
ひ

か
り
犀
か
れ
た
圃
柱
が
拭
板
敷
に
影
を
う
つ
す
。
「
克
明
徳
」
の
三
字
額

が
掲
げ
ら
れ
、
壁
書
一
板
が
、
目
に
つ
く
。
ケ
ヤ
キ
の
木
に
、
學
校
紐
螢

の
憲
章
と
も
い
え
る
If

定
“
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

習
葬
齋
、
飲
室
、
と
み
せ
て
頂
く
、
飲
室
の
櫨
ぶ
ち
に
は
こ
の
室
の
火

氣
使
用
注
意
が
刻
み
込
ま
れ
、
常
時
よ
り
防
災
等
も
徹
底
し
て
、
敦
え
込

ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
小
齋
、
文
庫
と
廻
る
、
聖
廟
「
大
成
殿
」
を
拝
す
。

聖
廟
外
門
へ
通
じ
る
石
段
の
園
脇
に
、
楷
の
大
樹
が
印
象
的
だ
。
中
国
孔

子
林
の
宜
を
育
て
、
移
柏
し
た
と
い
う
。
秋
に
な
れ
ば
美
事
に
紅
葉
す
る

と
い
う
。
こ
こ
で
記
念
撮
影
ー
。

校
門
、
鶴
鳴
門
も
中
園
調
で
あ
る
、
屋
根
に
シ
ャ
チ
ホ
コ
が
見
え
る
。

こ
こ
か
ら
南
へ
百
五
十
米
餘
り
淫
流
に
泊
っ
て
進
む
、
二
つ
の
水
が
落

合
う
と
こ
ろ
に
黄
葉
亭
が
あ
る
、
小
さ
な
あ
づ
ま
や
で
あ
る
。
頼
山
陽
が
、

敷
日
を
、
滞
在
し
＂
黄
葉
亭
記
“
を
書
い
た
と
い
う
。

朦
原
定
家
の
歌
か
ら
命
名
し
た
と
い
う
こ
と
が
黄
葉
亭
記
に
あ
る
と
説

明
が
あ
る
、
水
が
美
し
い
。

限
り
な
く
す
ば
ら
し
い
こ
の
閑
谷
學
校
の
見
學
を
終
え
て
よ
う
や
く
蹄

路
に
つ
く
、
途
中
小
休
止
、
一
同
無
事
に
大
阪
騨
へ
つ
い
た
の
は
宵
深
い

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
今
回
の
こ
の
大
き
な
牧
獲
の
あ
っ
た
見
學
會
を
感
謝
し

つ
つ
解
散
。

こ
の
見
學
會
の
た
め
に
岡
山
大
學
講
師
、
齋
藤
孝
先
生
が
同
行
し
て
下

さ
り
熱
心
に
明
確
に
御
指
祁
頂
け
た
こ
と
を
大
褻
有
難
く
深
く
感
謝
し
て

。
ス3

ヽ

＇ 又
こ
の
見
學
會
の
た
め
に
委
員
の
方
逹
の
ゆ
き
と
ど
い
た
配
慮
に
厚
く

邸

報

本
館
、

こ
と
し
は
三
河
地
方
の
文
化
財
を
主
に
、
岡
崎
、
伊
良
湖
方
面
へ
の
見

學
會
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
祁
日
ま
で
の
長
雨
に
加
え
て
、
敷
年
ぶ
り

の
集
中
豪
雨
の
報
も
あ
っ
て
、
案
じ
て
い
た
お
天
氣
も
、
こ
の
日
は
、
雨

具
の
心
配
も
な
く
快
睛
。
大
阪
騎
西
口
に
集
合
す
る
會
員
五
十
四
名
。
八

時
出
腔
、
車
中
で
酒
井
委
員
よ
り
見
船
會
行
程
等
挨
拶
あ
り
、
お
な
じ
み

の
和
や
か
な
面
が
鉗
う
。
バ
ス
は
阪
薗
高
速
、
つ
づ
い
て
悶
中
イ
ン
タ
ー

よ
り
名
薗
高
速
珀
路
に
入
る
。
京
都
、
伊
吹
あ
た
り
で
少
し
し
ぐ
れ
、
大

津
、
養
老
と
、
小
休
止
の
の
ち
一
宮
イ
ン
タ
ー
を
出
る
。
一
路
大
府
、
武

翌
と
ぬ
け
て
南
知
多
へ
。
日
本
六
古
窯
の
一
っ
常
滑
の
町
へ
と
向
う
。
ひ

る
少
し
前
、
常
滑
の
陶
磁
福
會
餌
前
に
到
着
。
ク
イ
ル
外
装
の
美
し
い
會

館
に
人
り
共
食
。
澤
田
館
長
よ
り
常
滑
の
陶
邸
に
つ
い
て
の
講
話
を
う
か

が
う
。
い
ま
な
お
線
瓦
浩
り
の
四
角
い
碗
突
が
五
百
本
も
立
っ
て
い
る
と

い
う
。
こ
の
地
方
の
土
肌
を
生
か
し
、
鐵
分
を
含
ん
だ
泥
燒
が
、
美
事
な

朱
泥
を
、
誕
生
さ
せ
た
と
い
う
。

そ
し
て
土
地
の
傾
斜
を
利
用
し
て
こ
の
丘
阪
地
に
、
上
り
窯
造
り
が
成

っ
た
と
い
う
。
規
模
と
腕
史
の
古
さ
で
は
、
今
尚
立
振
に
高
く
評
似
さ
れ

て
い
る
常
滑
の
陶
藝
で
あ
る
。
室
内
に
は
、
大
氣
汚
染
判
定
檬
が
、
設
置

さ
れ
、
公
害
へ
の
封
策
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
會
餡
に
て
朱
泥

の
茶
襟
、
花
堺
等
、
各
自
購
入
、
家
づ
と
の
た
の
し
さ
を
、
味
わ
う
。
つ

づ
い
て
山
の
常
滑
陶
藝
研
究
所
へ
と
向
う
。
陳
列
室
で
、
そ
の

河

紀

行

（
堂
友
曾
四
十
七
年
度
夏
季
見
學
旅
行
）

感
謝
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

八
八

（
澤
美
枝
記
）



,f9 

ボ
2

報

牧
馘
す
る
古
瓶
、
古
陶
堺
、
出
土
品
の
壼
な
ど
つ
ぶ
さ
に
見
學
を
す
る
？

吉
良
町
の
金
辿
寺
へ
。
高
い
石
段
を
の
ぽ
っ
て
、
國
究
の
阿
飼
陀
堂
を

見
學
、
檜
皮
茸
、
寄
棟
、
三
間
四
方
の
堂
宇
で
謹
洒
な
開
喪
建
氾
物
で
あ

る
。
堂
内
に
入
り
、
岡
大
講
師
、
齋
朦
孝
先
生
の
明
解
な
お
話
を
き
く
。

マ
バ
ラ
樺
、
二
重
折
合
、
小
祖
格
天
井
等
方
形
の
造
り
。
建
具
の
焚
化
等
、

紋
に
入
り
細
に
入
っ
て
の
解
説
に
見
學
首
一
同
満
ち
足
り
た
お
も
い
で
あ

る
。
腕
の
減
失
し
て
い
る
阿
醐
陀
佛
の
白
奄
が
光
る
。

つ
づ
い
て
渥
美
半
島
の
先
端
、
伊
良
湖
師
へ
と
む
か
う
。
夕
お
そ
く
伊

良
湖
図
民
宿
舎
に
到
着
。
め
づ
ら
し
い
夕
食
を
あ
わ
た
だ
し
く
す
ま
せ
て
、

各
自
、
定
め
ら
れ
た
部
屋
に
落
付
く

9161々

と
し
た
松
林
の
し
づ
け
さ
の

中
に
見
學
會
第
一
日
の
夜
を
ね
む
る
。

翌
九
日
朝
八
時
半
出
痰
。
月
見
草
の
映
く
内
洵
に
沿
っ
て
、
バ
ス
は
走

る
。
車
を
駐
め
て
、
日
出
の
石
門
を
見
學
、
波
の
浸
蝕
に
よ
っ
て
、
出
来

た
と
い
う
石
門
に
、
自
然
の
不
思
議
さ
を
惑
じ
、
朝
か
げ
の
中
に
、
ふ
か

ぶ
か
と
盟
か
な
、
目
に
鉛
む
海
の
青
さ
を
眺
め
る
。

田
原
町
の
郷
土
史
展
示
室
に
、
畢
山
文
庫
を
見
學
。
こ
の
地
に
生
誕
し

た
、
渡
逆
畢
山
の
、
學
者
と
し
て
、
贅
家
と
し
て
の
偲
を
し
の
ぶ
。
場
内

に
展
示
さ
れ
た
、
書
、
繁
、
そ
れ
に
追
書
、
文
献
等
、
い
つ
ま
で
も
立
ち

つ
く
し
、
そ
の
人
と
な
り
を
つ
ぶ
さ
に
回
想
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
皐
山

筆
と
い
わ
れ
る
「
報
民
倉
」
の
大
額
が
今
尚
あ
ざ
や
か
で
あ
る
。
そ
の
前

庭
の
錨
山
帥
祉
は
、
再
建
さ
れ
て
ま
だ
日
が
新
し
い
。

川
田
剛
氏
掴
文
の
大
頌
徳
碑
の
前
に
、
忠
孝
隕
全
の
人
の
逍
徳
を
偲
ぶ
。

額
田
町
の
天
恩
寺
に
は
重
要
文
化
財
の
佛
殿
、
山
門
が
あ
る
。
寺
内
の

賓
物
、
書
繁
、
香
儘
、
そ
れ
に
徳
川
家
の
御
朱
印
、
山
本
栂
逸
の
驚
、
山

岡
絨
舟
の
書
な
ど
、
得
が
た
い
も
の
を
拝
観
さ
せ
て
も
ら
う
。
探
固
、
若

八
九

仲

の

店

に

、

古

代

得

統

の

布

地

か

り

で

あ

る

，

春
水
四
澤
に
滴
ち
夏
雲
奇
峠
多
し
の
額
が
目
に
つ
く
。
こ
こ
で
汽
食
。

夏
う
ぐ
ひ
す
が
嗚
く
。

佛
殿
の
様
式
は
唐
様
の
闘
風
で
あ
る
。
須
醐
檀
、
脇
檀
の
鵡
り
が
美
事

で
あ
る
、
刻
ま
れ
て
い
る
蓮
の
花
、
葉
等
、
説
明
を
う
か
が
う
。
山
門
は

現
存
し
て
い
る
業
薗
門
と
し
て
最
古
の
も
の
だ
と
い
う
。
室
町
時
代
を
表

わ
す
箸
様
、
繰
形
な
ど
く
わ
し
く
講
話
を
き
く
。
つ
づ
い
て
岡
崎
伊
買
八

幡
へ
と
む
か
う
。
本
殿
、
秤
殿
等
は
江
戸
室
町
時
代
の
建
築
で
あ
る
。

閲
身
門
の
入
母
屋
迂
り
槍
皮
鉦
の
均
整
が
美
し
い
肝
を
み
せ
て
い
る

C

前
庭
の
石
橋
は
之
亦
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
°
賓
に
美
し

い
形
を
し
て
い
る
。
池
の
水
蓮
が
見
事
に
美
し
い
花
を
つ
け
て
い
る
。

大
樹
寺
へ
行
く
。
五
重
相
他
の
道
場
で
あ
り
、
松
平
家
の
菩
提
寺
で
も

あ
る
。
本
堂
の
方
丈
に
は
、
大
和
納
の
名
手
、
冷
泉
為
恭
の
揮
嘔
に
よ
る

朔
納
が
、
五
十
面
餘
り
、
寺
費
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

巧
妙
な
、
い
ま
な
ほ
、
鮮
や
か
な
色
彩
を
の
こ
し
て
見
事
な
筆
致
で
あ

る
。
境
内
の
多
聟
塔
が
美
し
い
。
屋
根
の
そ
り
に
目
を
奪
わ
れ
、
水
同
が

陽
に
光
っ
て
い
る
。
境
内
に
あ
る
松
平
八
代
の
墓
が
並
ぶ
、
そ
の
形
、
大

き
さ
等
、
各
々
の
特
色
、
時
代
を
、
考
え
て
み
る
。

少
し
雨
が
バ
ラ
パ
ラ
し
は
じ
め
た
。
一
路
蹄
途
に
つ
く
。
九
時
半
す
ぎ

一
同
無
事
蹄
着
、
散
會
。

今
度
も
又
得
が
た
い
夏
季
見
學
會
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
て
心
あ
た

た
ま
る
お
も
い
で
あ
る
。
殊
に
閲
時
各
所
で
、
懇
切
丁
寧
に
御
指
将
、
御

説
明
を
頂
け
た
齋
藤
先
生
に
厚
く
お
朦
申
し
上
げ
た
い
。
い
つ
も
の
事
乍

ら
こ
の
企
淡
を
受
持
た
れ
た
委
員
の
方
逹
の
涵
乍
ら
の
御
配
應
に
深
い
感

謝

の

思

い

を

さ

さ

げ

て

い

る

。

（

澤

美

枝

記

）
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四
十
六
年
度
「
悛
徳
」
疲
行
せ
ず
。

四
十
五
年
十
月
十
七
日
懐
徳
堂
恒
祭
に
會
員
多
敷
参
列
。

四
十
五
年
十
一
月
十
五
日
秋
季
見
學
會
を
東
山
智
積
院
養
源
院
妙
心
院

で
行
う
、
晩
秋
の
東
山
の
風
物
を
心
お
き
な
く
買
し
た
。
講
師
同
志
計

大
學
山
岡
先
生
。

四
十
六
年
五
月
二
十
三
日
岩
佐
進
肝
氏
を
謂
師
と
し
て
、
高
槻
市
の
史

蹟
見
學
會
を
し
た
、
先
ず
脱
瑞
寺
、
普
門
寺
の
賓
物
を
見
學
し
、
今
城

塚
を
親
察
し
て
乾
性
寺
伊
勢
寺
な
ど
を
見
學
し
た
、
殊
に
乾
性
寺
で
は

竹
外
膝
井
先
生
の
追
塁
な
ど
を
拝
見
し
た
、
参
加
者
四
十
餘
名
。

四
十
六
年
五
月
二
十
七
日
千
葉
他
次
君
死
亡
。

同
君
は
聴
謂
生
と
し
て
永
年
来
堂
さ
れ
た
が
、
老
衰
の
た
め
死
亡
し
た
、

哀
悼
に
だ
え
な
い
。

四
十
六
年
七
月
四
日
仲
田
應
弘
氏
よ
り
金
堂
萬
闘
受
取
る
、
維
持
會
員

に
推
す
。

四
十
六
年
七
月
三
日
岡
山
大
學
助
敦
授
齊
隊
孝
先
生
を
諮
師
と
し
て
、

吉
備
路
の
見
限
旅
行
を
行
う
。
邑
久
町
の
定
光
院
で
中
食
、
講
演
を
き

き
余
慶
寺
の
秘
佛
を
群
観
し
て
吉
備
津
帥
祉
で
昇
殿
参
拝
し
、
つ
い
で

岡
山
大
學
敦
授
籐
井
駿
先
生
の
諧
話
を
き
き
紳
域
を
見
學
し
た
後
、
雹

舟
荘
と
賓
輻
寺
に
分
宿
し
、
翌
四
日
高
松
最
上
粕
荷
に
参
罪
、
伊
部
町

の
木
村
典
唱
園
で
條
物
を
見
、
つ
い
で
、
頂
賓
閑
谷
學
狡
を
参
観
し
て

一
路
蹄
阪
し
た
、
参
加
者
八
十
餘
名
。

四
十
六
年
八
月
―
一
日
有
志
者
で
阿
倍
野
墓
地
の
西
村
先
生
、
誓
願

寺
質
相
寺
帥
光
寺
な
ど
の
先
儒
諸
先
生
の
展
墓
を
し
た
。

四
十
六
年
十
月
十
六
日
懐
徳
堂
恒
祭
に
會
員
参
列
。

四
十
六
年
十
月
二
十
四
日
京
都
大
學
助
敦
授
浅
尾
先
生
の
指
的
で
、
堺

市
南
部
の
法
道
寺
、
櫻
井
紳
祉
、
多
治
速
比
災
帥
批
な
ど
を
見
學
、
参

加
者
四
十
五
名
。

四
十
六
年
五
月
二
十
二
日
楠
本
宗
平
君
よ
り
金
壺
萬
闘
受
取
る
、
維
持

會
員
に
推
す
。

四
十
六
年
十
月
八
日
維
持
會
員
澤
美
枝
女
史
よ
り
金
登
萬
願
の
寄
附
を

受
く
、
厚
意
を
謝
す
。

四
十
七
年
五
月
十
四
日
帥
光
寺
の
石
庵
先
生
の
搬
像
を
見
る
。

四
十
七
年
五
月
二
十
六
日
御
堂
恒
祐
君
よ
り
金
登
萬
闘
を
受
取
る
、
維

持
會
員
に
推
す
。

四
十
七
年
五
月
七
日
岩
淵
賢
治
君
よ
り
亡
祖
母
七
週
忌
志
と
し
て
金
五

千
闘
を
頂
く
、
御
厚
梢
を
感
謝
し
、
冥
幅
を
祈
り
ま
す
。

四
十
七
年
六
月
四
日
追
手
門
學
院
大
學
講
師
千
田
稔
先
生
の
指
尊
に
よ

り
、
橿
原
市
今
井
町
及
橿
原
考
古
研
究
所
な
ど
を
見
學
し
た
、
雨
天
に

も
拘
ら
ず
参
加
者
三
十
五
名
。

四
十
七
年
七
月
八
、
九
日
夏
季
見
學
會
と
し
竺
二
河
地
方
の
旅
を
し
た

先
ず
八
日
に
常
滑
陶
磁
會
館
及
陶
磁
器
研
究
所
を
見
學
す
、
陶
磁
會
館

長
の
怒
切
な
猷
待
を
語
け
感
謝
す
、
後
金
蓮
寺
の
國
賓
阿
醐
陀
堂
を
見

伊
良
湖
闘
民
休
暇
村
宿
舎
で
宿
泊
、
九
H
、
日
出
の
石
門
を
見
て
岸
山

會
餡
に
渡
辺
箪
山
の
忠
誠
を
偲
び
追
物
を
見
て
天
息
寺
に
て
中
食
、
喪

物
を
見
て
伊
賀
八
幡
宮
、
大
樹
寺
を
見
て
鉛
阪
し
た
。

九
〇
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山本下田原井 綺

堂

友

會

記

事

叡幸絢貞秀義裕泰信

山子子子明雄行司夫

龍井柏北齊勝大田

村ロ 原 態部塚中

嗣

人

昌

人
八
重
子

フ
サ
子

規
矩
哉

博

子
久
爾
子徳

鈴西日帥瀧服中村
築

木村比岡

新

會

死

亡

千

葉

得

次
會

員

動

静

部村田

登俊文昌

美郎子俊進雄延仁

七士
斗ロ

八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
午
後
六
時
三
十
分
よ
り
八
時
ま

で
、
夏
季
講
座
の
試
み
を
茶
闇
山
追
場
で
開
く
、
本
會
會
長
大
阪
大
學
名

巻
敦
授
木
村
英
一
先
生
の
特
別
御
出
講
に
よ
り
、
論
語
の
講
習
を
受
く
、

参
加
者
延
一
五

0
名
、
鍛
謁
の
希
望
が
あ
っ
た
。
（
酒
井
）

第
七
條

第
六
條

第
五
條

第
四
條

第
二
條

第
一
條

九

本
臼
を
悛
徳
堂
堂
友
国
（
略
栴
堂
友
冒
）
と
稲
し
、
懐
偲
堂
屁

講
生
並
に
悛
誌
堂
事
業
の
共
嗚
首
を
以
て
組
織
す
る

本
會
は
懐
徳
堂
の
趣
旨
に
追
い
偲
性
の
涵
養
、
智
識
の
向
上
及

び
堂
友
の
親
睦
を
闘
る
を
以
て
目
的
と
す
る

本
曾
の
事
務
肘
を
減
中
市
待
銀
山
町
一
番
一
就
大
阪
大
學
文
學

部
内
懐
徳
堂
事
務
辿
絡
所
内
に
置
く

本
會
の
目
的
逹
成
の
た
め
左
記
行
事
を
適
宜
催
す

一

、

見

學

會

二
、
講
演
曾
、
茶
話
會
等
の
諸
會
合

三
、
雑
誌
『
懐
徳
』
の
薇
行
（
年
刊
）
會
員
に
は
無
料
頒
布

す
る

本
會
の
會
員
種
別
を
左
の
通
り
と
す
る

一
、
名
巻
會
員
恨
徳
堂
記
念
曾
役
員
、
連
螢
委
員
、
謂
師

等
の
中
よ
り
推
選
す
る

一
、
維
持
會
員
金
一
萬
闘
以
上
の
寄
附
者
（
数
回
に
寄
附

す
る
も
可
）

一
、
正
會
員
會
骰
年
五
百
園
、
但
二
百
五
十
闘
ず
つ
二
回

に
分
納
す
る
も
差
支
え
な
い

本
會
に
會
長
一
名
、
委
員
若
干
名
を
置
き
、
會
務
一
切
を
虞
理

す
る

會
長
の
任
期
は
特
に
定
め
ず
、
委
員
の
任
期
は
一
ケ
年
と
し
重

任
を
妨
げ
な
い

會
長
は
名
巻
會
員
の
推
薦
に
基
づ
き
、
本
會
が
推
戴
す
る
。
委

員
は
會
長
が
指
名
す
る
。
委
員
中
よ
り
會
計
一
名
を
互
選
す
る

も
の
と
す
る

懐
徳
堂
堂
友
會
會
則

（
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
改
正
）




